
国際連携教育課程（ＪＤ）制度について 

○ 我が国の大学と外国大学が連携して教育課程を編成した場合、両大学が連名で学  

 位記を出せるとする。（＊我が国の大学が授与する学位に外国大学名を付すことがで 

 きるものとして整理する。） 
 

○ 我が国の大学に、外国の大学と連携して教育課程（国際連携教育課程）を編成す 

 る学科・専攻（国際連携学科・専攻）を設置し、設置認可の対象とする。 
 

○ 国際連携教育課程を編成する場合、連携する外国大学の授業科目について単位  

 互換ではなく、自大学で開講したものとみなす仕組みを新たに創設する。 
 

○ 卒業要件は、我が国の大学で修得すべき単位の半分以上、外国大学で４分の１以 

 上（学部の場合）を修得することとする。また、共同して授業科目を開設する「共同実施 

 科目」（任意）を設けた場合、いずれかの単位としてみなすことができる仕組みとする。 

 

 

 

《制度の概要》 

 外国大学と連携した教育課程を編成し、１枚の学位記に連名で学位を授与 

《制度の仕組み》 

国内Ａ大学 

国際連携学科・専攻 

大学間
協定 

国際連携教育課程の実
施・運営に関する重要事
項について協議【告示】 

外国の政府 文部科学大臣 

 

○ 国際連携学科・専攻の収容定員は、母体となる学部・研究科の収容定員の内数で上限 

 ２割とする。国際連携学科・専攻には、その収容定員の規模にかかわらず１名の専任教員が 

 必要となるほかは、母体となる学部等の専任教員が兼ねることができることとし、施設・設備 

 の共用も可能とする仕組みとする。  

○ 設置認可に際しては、大学設置・学校法人審議会に専門の審査組織を設け、迅速な 

 設置認可を行うこととする。 

  

申請 設置認可 

国際連携教育課程を履修する 

学生は両大学に所属（２重学籍） 

外国B大学 

・正規の大学として 

認めていること 

・他国の大学とのJD 

を認めていること 

告示に基づく大学間協定について、 

設置認可時に確認することで、間接的
に、外国大学の授業の質保証を求める 

日本人学生 外国人学生 

国際連携 
教育課程 

・・・両大学の教育課程は同一 

日本人学生 外国人学生 

国際連携 
教育課程 
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JDの想定運用パターン 

パターン② 
 

JD入試型 

パターン① 
 

一般からの
シフト型 

パターン③ 
 

共同公募型 

○○学科／専攻 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

科目群 

科目群 

Department 
of XYZ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Courses 

Courses 

共同で作り
上げる科目 

共同で単一の 
学位記 

 学長名 
No.000 

共同の審査・承認 

学生募集 

共同の（審査）承認 

※単位互換ではなく、共通のものと
して設置 

   ※異分野間でのJDも可 

学長名 
No.000 

日本側 
学籍 

外国側 
学籍 

学生の入学パターン 

○○学部／研究科 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ学科／専攻 

Ｂ学科／専攻 

Ｃ学科／専攻 

 １枚のみ存在 

 国際通用性を考えると
英語表記が一般的 

 Certificate等の付加も
可能 

共同で開設 

日本の大学 外国の大学 
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JDの想定運用パターン（我が国の法令上の整理） 

日本の大学の「国際連
携学科／専攻」として学
部／研究科内に設置 

我が国の法令上の整理では、法の「属地主義」に基づき、我が国の法の支配が及ぶ部分しか規定できない。その
意味で、我が国の法令上の整理は、JDの仕組みの一側面を投影したものとなる。そのため、JDの仕組み全体を映し
出すためには、法令上の整理のみならず、施行通知やガイドライン等による提示が必要となる。 

「国際連携学科／専攻」
ごとに１人の専任教員
を配置。 

当該専任教員以外は、
基となる組織の教員が
兼ねることができる。 

科目群 
学部：６２（-30） 
院 ：１５（- 5） 
単位以上 

Courses 
学部：３１ 
院 ：１０ 
単位以上 

共同実施科目 
学部：３０ 
院 ： ５ 
単位以下 

法令上は、日本の大学
の教育課程の一部（科
目）と見なし、履修単位
も我が国の大学で修得
した単位として認める。 

連携外国大学の教員は、
あくまで当該外国大学に
帰属する教員としての位
置づけ。（法令上は我が
国の大学の兼任発令は求
めないため、雇用関係は
発生しない。） 

外国の大学との二重学
籍となる。 

設置認可審査において、
教員名簿等の提出は求
めるが、外国の大学の
教員分の個人調書、就
任承諾書は求めない。 

JDとしては、単一の学位記を両
学長の連名で出すことに変わり
はないが、我が国の法令上は、
あくまでも、「日本の学位」とし
て位置づけとなる。 

日本側 
学籍 

外国側 
学籍 

国際連携学科／専攻 
 
 

             （定員の内数） 
 ※ １年次から定員設定 
 ※ 連携外国大学からの学生含む 

ＪＤ定員上限＝学部収容定員×２０％ 

共同で単一の 
学位記 

 学長名 
No.000 

学長名 
No.000 

基となる組織の施設設備
を共有することができる。 

学位の分野の変更がな
い範囲で異分野間のＪ
Ｄは可能（例：医工）。 

学位の分野の変更を伴
うもの（例：修士（工学）
→修士（医工学））は別
の設置認可が必要。 
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ＪＤにおいて取得すべき単位について（共同実施科目取扱い）（案） 

 

 卒業要件単位 ＪＤの最低取得単位数 共同実施科目 

【単位互換の半分】 

単位互換数 

（既修得単位と合計） 

共同教育課程

の最低取得単

位数 

日本 連携外国大学 

 

大学設置基準 

 

一般 １２４単位以上 ６２単位以上 ３１単位以上 ３０単位以下  ６０単位（６０）以下 ３１単位以上 

医学・歯学 １８８単位以上 ９４単位以上 ３２単位以上 ３０単位以下 ６０単位（６０）以下 ３２単位以上 

薬学 １８６単位以上 ９３単位以上 ３１単位以上 ３０単位以下 ６０単位（６０）以下 ３１単位以上 

獣医学 １８２単位以上 ９１単位以上 ３１単位以上 ３０単位以下 ６０単位（６０）以下 ３１単位以上 

 

短期大学設置基準 

 

修業年限２年 ６２単位以上 ３１単位以上 １０単位以上 １５単位以下 ３０単位（４５）以下 １０単位以上 

修業年限３年 ９３単位以上 ４７単位以上 ２０単位以上 ２３単位以下 ４６単位（５３）以下 ２０単位以上 

修業年限３年夜間 ６２単位以上 ３１単位以上 １０単位以上 １５単位以下 ３０単位（４５）以下 １０単位以上          

 

大学院設置基準 

 

 

 

 

３０単位以上 

 

１５単位以上 

 

１０単位以上 

 

５単位以下   

 

１０単位（２０）以下 

 

１０単位以上 

 

専門職大学院設置 

基準 

一般 ３０単位以上 １５単位以上 １０単位以上 ７単位以下 １５単位（１５）以下 １０単位以上 

法科大学院 ９３単位以上 ４７単位以上 ２４単位以上 １５単位以下 ３０単位（３０）以下 ７単位以上 

教職大学院 ４５単位以上 ２３単位以上 １２単位以上 45単位の 1/4以下 45単位の 1/2（同）以下 ７単位以上 
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JDの導入に向けた今後のスケジュール（平成26年４月現在） 

 
○ 平成２６年４月９日 大学分科会大学のグローバル化に関するワーキング・グループ 
 
○ 平成２６年４月     スーパーグローバル大学事業公募開始（５月中締め切り） 
 
 （以下、予定） 
 
○ 平成２６年６月以降～大学分科会において審議/諮問 
 
                パブリックコメント実施 
 
                大学設置基準を改正（施行） 
 
○ 平成２７年３月末   設置認可申請 
 
○ 平成２７年６月末   設置認可審査  ～ 認可 
 
○ 平成２７年１０月    開設 
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